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 駒沢女子短期大学、駒沢女子大学、大学院に入学の皆さん、ご入学おめ

でとうございます。しかし、この度の想像を絶する災害に遭遇して、私た

ちも、もろ手をあげて皆さんのご入学をお祝いできない状況にあることを、

大変残念に思っております。被災された方々には、心よりお見舞い申し上

げるしかありません。ただ、入学される若い皆さんには将来があります。

皆さんは、いかなる危機に直面しても、未来は明るくなるのだ、という信

念を持って今後の人生を切り開いて行っていただきたいと思います。 
 
 さて、皆さんは２年間ないし４年間の学生生活を送ることになりますが、

２年間、４年間というのは、長い人生の中であっという間に過ぎてしまう

ような時間であるように思え、また、80 年を超えようとする一生と比較
すれば、とるに足らない時間のように思われます。しかし、1 年 1 年の、
1 日 1 日の、１分 1 秒の積み重ねが 80 年を作り上げます。しかも、人生
80 年といっても、それは人間の寿命の単なる平均値に過ぎず、一人一人
の人生の長さは、人それぞれみな異なっているだけではなく、人がいつ人

生の終わりを迎えるかは誰にもわかりません。したがって、私たちは一瞬

たりといえども、生きている時間を無駄にすることはできません。人生と

いう時間において大切なのは長さ、量的な長さではなくて質です。充実し

た時間や人生であれば、量的にはいくら短くとも、幅の広い、密度の濃い

時間・人生となります。無為・無駄な時間・人生は、量的に長ければ長い

ほど狭く、薄っぺらなものになってしまいます。 
 
 2 年間ないし 4 年間という、一見すれば短いと思われる学生生活につい
ても同じことが当てはまります。密度の濃い学生生活を送った人には、こ

の期間が人生において占める割合は最大になるでしょうし、そうでない人

にはただの浪費されたにすぎない時間として、いずれは忘れ去られてしま

うでしょう。皆さんには、充実した学生生活を送っていただくことを願っ

ております。私たち教職員も、力の限り支援します。 
 
 最後に、入学される皆さんの心身ともに健康で、充実した学生生活を祈

念して、ご挨拶に代えさせていただきます。 


